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待 陵 通 信 第14号 平成 24 年５月 14 日

（敬称略）

①訃報 平成 24 年４月７日以降に判明した方々 謹んでご冥福をお祈り致します。

９文乙 沼波 文雄 平成 24 年４月 13 日 神戸市灘区

19 理甲４ 片倉 雅男 平成 24 年３月 ９日 大和郡山市

②住居・勤務先変更

19 理甲 3 廣瀬恪二 固定電話設置（078）777-4704 携帯 090-5155-7538

③午餐会・懇話会

＊第 491 回午餐会 24 年４月７日（土）正午～ 14 時 30 分

於 大阪大学豊中キャンパス ステュ－デントコモンズ２Ｆ

講師 大阪大学 埋蔵文化財調査室 中久保辰夫先生

テーマ 「待兼山遺跡の発掘調査成果 旧制浪速高等学校の足下から古代史を発掘する」

講演の後、待兼山修学館の総合学術博物館に移動し、常設展示の土器の説明を

受け、解散。有志は同館内の特別展「巨大ワニと恐竜の世界」を見学

出席者 28 名

④寮歌祭・記念祭

連絡なし

⑤支部だより

＊ 阪南支部

大阪ガス泉北製造所・泉北天然ガス発電所見学会 ２４年４月１２日（木）

13 時南海本線「堺駅」前出発 マイクロバスで高石市高砂の大阪ガス泉北製造所第二

工場内のガス科学館へ。会議室でＤＶＤ映写と概要説明があり、大阪ガスの見学者用

バスで堺市西区築港浜寺の第一工場内の天然ガス発電所第４号機(ガスタービンコンバ

インドサイクル発電機)を見学。ガス科学館に戻り、液化天然ガス（ＬＮＧ）の小学生

向けに用意された低温実験を見た後、会議室で質疑応答、16 時帰途につく。

16 時 40 分堺東駅前で解散。

希望者は堺市役所高層館展望所から市内を展望、有志は 17 時「本店 嶋川」の二木会

で懇親、19 時解散

・見学会 ３理甲遺津賀美智子・16 理 2 山村好弘・17 理甲 2 山本昭夫・靖子・

18 理甲 2 遺新家和己・18 理甲 4 髙岸・19 理甲 2 村上義弘・19 理甲 3 廣瀬恪二

20 理 1 大塚穎三・20 理 2 鶴岡誠・千代子・21 文甲１小原美子

21 理 2 武田晃世・前田泰敬・21 理 3 後藤業明・玉井恭二・21 理 4 中原充雄

西村順三・22 理 2 三島佑一・22 理 3 井上達明・芳賀洋・事務局 阪田訓子

以上 22 名

・懇親会 津賀・新家・髙岸・村上・大塚・鶴岡夫妻・武田・後藤・玉井・西村

（二木会） 以上 11 名

⑥同期同級交歓＊

連絡なし
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⑦運動部・同好会だより

＊待兼山俳句会(第 508 回) 24 年３月 19 日（月） 於 大阪倶楽部会議室

出席者 林直入・長山あや・井上浩一郎・上田元彦・大塚磨央・片岡京子・佐伯箕川

佐伯道子・阪本ゆたか・須賀洋一・鈴木輝子・鈴木敏夫・瀬戸幹三・鶴岡言成

寺岡 翠・西村浩風・根来眞知子・東中乱・東野太美子・三宅洛艸・山戸暁子

以上 21 名

投句者 斎藤義雄・田中嵐耕・中村和江・平井瑛三 以上４名 合計 25 名

兼 題 白子干・摘草（直入） 苗札・霾（あや）

選者吟 よき日射しよき風白子干日和 直入

苗床に思はぬものの芽吹きゐし

豊漁と好天続く白子干

草摘んで摘んで手籠のなほ軽き あや

苗札も土の黒きも真新し

国生みの島包み込む木の芽雨

霾りて昼濃く灯す中之島 浩一郎

草摘みて夢見るごとく呟きぬ

墨消えて何の苗札とも知れず

林 直入特選 草摘みてしばし万葉人となり 乱

霾るは厭放射能もっと厭 翠

苗札を立て終へ小糠雨となる 暁子

苗札も匂ふが如くハーブ園 暁子

木々の芽に応ふる土の息吹かな あや

苗札や後は陽まかせ雨まかせ 翠

太極拳つちふる街の公園に 言誠

片仮名の苗札一字土の中 浩風

白子干一点赤き蟹のゐて 輝子

長山あや特選 苗札の使命果たして文字の消え 乱

苗札を立て委ねをく天地に 太美子

何の芽か庭隅の土動かして 道子

摘み草の故郷捨てし家族かな 元彦

白子干酢加減の良き男料理 暁子

井上浩一郎特選 苗札も土の黒きも真新し あや

摘み草の人あらはれし土手の上 幹三

★ご案内

＊大阪大学総合学術博物館創立 10 周年記念 第５回特別展（前号掲載）

巨大ワニと恐竜の世界－巨大爬虫類２億３千万年の攻防－

24 年４月７日（土）～６月 30 日（土) 開館時間 10 時 30 分～ 17 時 入館料無料

休館日 日曜・祝日


